
春は虫も鳥も、私たちも暖かい日差しを求め外をうろうろし始めます。
冬の寒さに耐えた野草はすでに花を咲かせ、蝶や虫を待っているよう。
　ショウジョウバカマ（ユリ科）は山裾の湿った所に生える多年草。4～5
月に薄紅色の花を総状に付けます。ギフチョウもちょうどその頃花の蜜
を求め飛び始めます。
　一方ナズナ(アブラナ科)は畑や道端に次々に花を咲かせ上に伸びて
いきます。このナズナはたくましく、畑を耕しても絶えないように発芽時
期をずらして生き残るすべを身につけています。この身近な野草、早春
の頃は甘くやわらかで食用に向きます。

　北はりまで普通に見ることの
できる植物を黒沢正治さん(多
可町中区）の繊細で美しい植物
画を通し紹介します。また、これ
は絵はがきとして、でんくう総
合案内所でも販売しています。
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ショウジョウバカマとギフチョウ

ナズナとモンシロチョウ


